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故高円宮憲仁親王殿下 

公演のご鑑賞 

故高円宮憲仁親王が 2002 年 10 月 7 日の公演にご来臨くださいました。 
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公演フライヤー 

吉田 都 氏 出演公演（2014 年、

2017 年、2019 年）から 

  

2017年公演 

2014年公演 

2019年公演 
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石神井バレエ・アカデミーの紹介 

石神井バレエ・アカデミーとは 

私たちは、外崎芳昭と山崎敬子が 1982 年に創立したバレエの教育活動、普及活動、プロフェッショ

ナルのダンサーによる公演活動を行う団体です。外崎芳昭の個人事業として始め、2020 年 2 月に一般

社団法人へと組織を改めました。 

《教育活動》 

創立以来、幅広い方々を対象にしてバレエの教育を行っています。幼児から成人までのアマチュアへ

の教育に加えて、プロフェッショナルのバレエ・ダンサーの育成も行っております。私どもは、クラシ

ックバレエを活動の中心に据えつつ、バロックダンスの活動も取り入れております。この点は、他のバ

レエの団体にはない私たちの特色です。バロックダンスは、クラシックバレエの源となる舞踊です。17

世紀フランスで確立した王侯貴族と職業ダンサーが踊っていた舞踊です。このバロックダンスが後世の

クラシックバレエとつながっていきました。バレエの歴史を大切にし、これを現代に活かす事を見据え

て活動を私たちは行っています。 

《普及活動》 

教室でのバレエ教育に加え、外部の子供たちにバレエの面白さを伝える活動にも力を入れています。

2011 年に地域でのバレエ普及を目的に「石神井クラシックバレエ普及会」という内部組織を立ち上げま

した。練馬区教育委員会からの委託受けて講座「遊遊スクール」を区立の施設で開催しています。これ

はバレエに触れたことない子どもたちや保護者を対象にして、バレエの体験レッスンを提供するもので

す。 

《プロフェッショナルダンサーによる公演活動》 

2002 年より、当団体のプロフェッショナルのダンサーと客演ダンサーの出演の公演を開催していま

す。プロフェッショナルのダンサーへの活動の場の提供がひとつの重要な目的です。ダンサーにとって、

自己の技術と芸術性を研鑽する場として公演への出演が不可欠なのです。公演活動は、ダンサーたちが

さらに質の高い舞踊を観客に提供してゆくための研鑽の機会であると同時に、指導する生徒たちへの教

育内容の向上にも直結しています。 

《学校公演活動》 

2013 年より、文化庁が企画する「次代を担う子どもの文化芸術体験事業（派遣事業）」に参加し、学

校に訪問して公演を行っております。バレエを鑑賞した経験のない子どもたちに、観て知って楽しんで

もらう公演を提供しています。バレエの普及活動の一環と捉えています。 

団体沿革 

1982 年  石神井バレエ・アカデミー創立。 

2002 年  プロフェッショナルのダンサーたちの出演による公演活動を開始する 

（2002 年第 1 回、2004 年第 2 回、2006 年第 3 回、2007 年第 4 回、2009 年第 5 回、

2010 年第 6 回、2012 年第 7 回、2014 年第 8 回公演、2017 年第 9 回公演、2019 年第 10
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回公演） 

2011 年  内部組織「石神井クラシックバレエ普及会」を立ち上げ、練馬区教育委員会から委託をうけ

子供と保護者向けの講座「遊遊スクール」を区立の施設で行う活動を開始する。 

2013 年  文化庁「次代を担う子どもの文化芸術体験事業（派遣事業）」による学校公演活動を開始す

る。 

2020 年  運営形態を外崎芳昭による個人事業から一般社団法人へと改める。 

法人・代表理事＆理事 

代表理事 
外﨑 芳昭 

外﨑 敬子 

理事 

外崎 芳昭 

外﨑 敬子 

西村 光弘 

西村 文孝 

南雲 久美 

組織図 

 

連絡先 

一般社団法人石神井バレエ・アカデミー 

〒177－0041 東京都練馬区石神井町 2 丁目 1 番 2 号 

電話 03－3996－9041 FAX 03－3904－1723 

E-mail  shakujii.ballet@gmail.com 



 7 



 8 

法人代表理事プロフィール 

外崎 芳昭 

役職 一般社団法人石神井バレエ・アカデミー

代表理事 

（専門分野）舞踊家・舞踊講師 

  

経歴 年    職歴・芸術団体所属歴・主な芸術活動歴 

 1957 年 松山バレエ団入団 

 
1958 年 

松山バレエ団第 1 回訪中公演参加『白毛女』『バフチサライの泉』に出

演 

 1966 年 北京バレエ団へ留学 

 
1978 年～1979 年 

文化庁在外研修員として留学（ニューヨーク、コペンハーゲン、ロンド

ン） 

 1983 年 『エルガー・スイート』を振付（日本バレエ協会主催） 

 
1983 年 

松山バレエ団創立 35 周年記念公演“ヌレエフと松山バレエ団”『白鳥の

湖』（ロットバルト役） 

  『ジゼル』（ヒラリオン役） 

 1985 年 松山バレエ団のヌレエフ・フェスティバル（ロンドン）での公演に出演 

  松山バレエ団のギリシャ公演に出演 

 
1986 年 

松山バレエ団におけるヌレエフ振付『ドン・キホーテ』に出演（ドン・

キホーテ役） 

 
1990 年 

松山バレエ団のエジンバラ・フェスティバル（イギリス）参加公演に出

演 

 1992 年 松山バレエ団のニューヨーク＆ワシントン公演に出演 

 1994 年 松山バレエ団を退団 

 
1994 年以降 

石神井バレエ・アカデミーを中心に、各地のバレエスタジオの指導に専

念する 

受賞歴 年    受 賞 歴 等 

 1987 年 橘秋子助演優秀賞を受賞 

 2008 年 日本バレエ協会舞踊文化功労賞を受賞 
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山崎 敬子（外﨑 敬子） 

役職 一般社団法人石神井バレエ・アカデミー

代表理事 / 公演・芸術監督 

（専門分野）舞踊振付家・舞踊講師 

  

経歴 年 職歴・芸術団体所属歴・主な芸術活動歴 

 1964 年 松山バレエ団訪中公演に出演 

 1965 年 跡見学園短期大学卒業後松山バレエ団に入団 

 1965 年以降 松山バレエ団の全公演に出演 

 
1970 年～1991 年 

松山バレエ団訪中公演 5 回に出演、そのほか、中国で 3 回にわたり

研修を受ける。 

 
1985 年 

松山バレエ団のヌレエフ・フェスティバルでの公演（ロンドン）に

出演 

 
1990 年 

松山バレエ団のエジンバラ・フェスティバル（イギリス）参加公演

に出演 

 1991 年 12 月～1992

年 2 月 
文化庁在外特別研修員として海外研修（ニューヨーク、ロンドン） 

 1992 年 松山バレエ団のニューヨーク＆ワシントン公演に出演 

 1994 年 松山バレエ団を退団 

 
1994 年から現在 

石神井バレエ・アカデミーを中心に、各地のバレエスタジオの指導

に専念する 

 2002 年 石神井バレエ・アカデミー公演『一枚の絵』『四季』を演出・振付 

 2004 年 石神井バレエ・アカデミー公演『くるみ割り人形』を演出・振付 

 2006 年 石神井バレエ・アカデミー公演『コッペリア』を演出・振付 

 2007 年 石神井バレエ・アカデミー公演『MICHINOKU』を演出・振付 

 
2009 年 

石神井バレエ・アカデミー公演『ドン・キホーテ』『シルヴィア』

『ラ・シルフィード』を演出・振付 

 
2012 年 

石神井バレエ・アカデミー30 周年記念公演『バレエ・ラビリンス』

を演出・振付 

受賞歴 年    受 賞 歴 等 

 2013 年 日本バレエ協会舞踊文化功労賞を受賞 
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推薦文 

外崎さんと山崎さんのこと 

 

舞踊評論家 藤井修治氏 

  

 外崎芳昭さんと山崎敬子さんは公私ともに最高のお似合いのご夫婦だといえます。 

 両人とも松山バレエ団育ちで大活躍していた。第二次大戦後、やっと自由になったわが日本に、貝

谷八百子、谷桃子、松山樹子が三代バレリーナとして各自にバレエ団を持って活動し、日本のバレエ団

の発展を中心に君臨していた。そのころ、松山バレエ団で二人が出会って共感したのだろう。 

 外崎さんは若くして松山バレエ団に入り、技術的にも精神的にも早急に成長を遂げて多くの舞台を

踏んでいる。その間、松山樹子さんのパートナーとして人気を博していた石田種生さんが突然脱退し、

谷桃子バレエ団から脱退した有馬五郎さんらと組んで東京シティバレエ団を創立している。外崎さんは

石田さんの後を継いで松山樹子さんと組んで多くの名作、創作をものにして実力を貯えている。彼は年

齢を重ねるうちに主役だけではなくロットバルトやドン･キホーテなどの巾広の役を踊るようになり、

古典バレエの巾広さ、高さ、深さを身につけている。彼は 1994 年に松山バレエ団を退団しており、山

崎さんとともに「石神井バレエ・アカデミー」を率いて、古典と創作の両方を作り続けている。 

 山崎敬子さんは松山バレエ学園から松山バレエ団に入り、早くからソリストとして数多くの作品に

出演、多彩な役柄をこなしている。松山バレエ団の海外公演では、バレエミストレスとして大忙しの経

験もしている。現在「石神井バレエ・アカデミー」を主宰して、古典の名作だけではなく、創作に並々

ならぬ意欲を見せている。東北地方の民謡舞踊にもとづく“MICHINOKU”など記念碑的作品も少なく

なく、発想の豊かさは印象的である。 

 バレエの舞台は 1 人では上演できない。考えを同じくした二人は、松山バレエ団で多種多彩の作品

を経験した上に自分達の組織を考え直し、様々なジャンルの人々とも協力して、舞台を創作しているの

である。外崎さん、山崎さんは、現在まで総合芸術としてのバレエの創作を経て、こういう仕事の大切

さだけではなく大変なことも知っている。二人はいつの間にかリーダーシップを身につけており、大き

なバレエを上演するため、多くの人々と仲良く協力して順調に仕事を進めるようになっている。 

そして、なによりも二人の長所になっているのは、組織の頂点にいながらも上からの目線ではなく皆

と同じ高さの視点を保っていることである。役所とか会社では、役所の上下の順位がはっきりしすぎて

いて、上位の人はつい自分が正しいと思い込んでしまい、つい大きい態度を取ることで間違ってしまう

ことがある。しかし、現代はこういうことは好ましいことではなくなっている。外崎さん山崎さんは、

バレエを作るのにみなが対等と考えているようである。それがいい結果をもたらしているのではないだ

ろうか。これは親しみを与えるだけではなく、尊敬を集めることにもなっているのである。
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自主主催公演 

プロフェッショナルダンサー出演の自主公演の記録 

2002年公演 

日時：2002 年 10 月 7 日（月）18：00 開場、18：30 開演 

会場：練馬文化センター・小ホール 

振付・演出：山崎敬子 

スタッフ：（舞台監督）菅野卓志、（照明デザイン）古田毅志［ベストクルー］、（音楽編集）近藤徹志、

（音響操作）神前昭彦、（舞台装置）アステム、（衣裳）鈴木恵似子、友沢貞子、チャコット、（株）

バレリーナ 

制作：外崎芳昭 

プログラム 

『四季』、『一枚の絵』、『フォー・ミカ―優しさ・元気・寛大・快活・勇気・知恵をあなたに』、『ナイチ

ンゲール』、『ジャズ・シンフォニー』（全作品創作初演） 

出演 

久米由利枝 田口晶子 田中裕子 古川明子 志村茜 山口愛 南雲久美 今井結子 山口麗子  

佐藤麻弥 山口花 

貞松正一郎 三浦敏幸 中村一哉 窪田弘樹 松島勇気 アレクサンダー・ミシューチン  

マキシム・グージェレフ 福原大介 

 「演出・振付」の言葉：山崎敬子 

ある日、ぶらりと立ち寄ったオルセー美術館。 

そこで一枚の絵に出合いました。そこに描かれている人物達それぞれが自らの夢に向かって語り合っ

ている姿、それは一人ひとりの人生が描かれている様でした…。 

あれから 10 年、いつも心の片すみにあった絵が動き出しました。 

（ここに描かれている人々は、バジール、モネ、ルノワール、シスレー、マネ、ゾラ、そしてピアニ

ストのエドモンド・メートルで実在の人物です。） 

今日の舞台を第一歩として、いろいろな創作にチャレンジしてゆきたいと考えております。 

今後とも皆様の御支援を心よりお願い申し上げます。



 12 

 

 

 

 

 

 

 

 

フレデリック・バジール作 

『バジールのアトリエ、ラ・コンダミヌ通

り》 1870 年  

 

 舞台写真 

 

演目『一枚の絵』から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演目『四季』より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この公演に故高円宮親王殿下がご来臨くださり、出演者一同に励ましの御言葉を下さいま

した。 
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2004年公演 

日時：2004 年 11 月 14 日（日）17：30 開場、18：00 開演 

会場：練馬文化センター・小ホール 

振付・演出：山崎敬子 

スタッフ：（舞台監督）小林邦彦 （照明デザイン）早瀬雅春[ベストクルー] （舞台装置）アステム （音

楽制作）近藤徹志 （衣装制作）鈴木恵似子 友沢貞子 （小道具）田口晶子 

制作：外崎芳昭 

プログラム 

チャイコフスキー作曲 イワノフ原振付 『くるみ割り人形』全幕 

出演 

山口愛 古川明子 福原大介 佐藤崇有貴 

外崎芳昭 佐藤良寛 

大久保真貴子 山村花 今井結子 田之下千穂 三浦敏幸 村山亮 冨川直樹 近藤徹志 

久米百合枝 田口晶子 田中裕子 南雲久美 山口麗子 中村亜沙美 大川夏季 方ひとみ ほか 

 公演に寄せて（振付家の言葉）：山崎敬子 

本日は、石神井バレエ・アカデミー第 2 回公演「くるみ割り人形」にご来場いただきまして誠にあり

がとうございます。 

例年にない暑い夏、台風の多い秋をようやく通り過ぎ、いよいよクリスマスシーズンの到来です。そ

の先陣を切っての石神井バレエ・アカデミー版「くるみ割り人形」をお楽しみいただきたいと思います。 

美しさの本質を見抜き、真の強さ・優しさを求めるクララの心―。クリスマスの一夜、クララの夢を

再現してみました。 

 

 

 舞台写真 

『くるみ割り人形』 
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2006年公演 

石神井バレエ・アカデミー創立 25 周年記念公演 

日時：2006 年 7 月 17 日（月・祝）17：00 開演 

会場：練馬文化センター・大ホール 

演出・振付：山崎敬子 

スタッフ：（舞台監督）西澤昭彦[遊カンパニー]（照明デザイン）早瀬雅春［ベストクルー］ 

（舞台装置）NBA バレエ団 遊カンパニー（音楽編集）近藤徹志（音響操作）相馬保之 

（衣装製作）鈴木恵似子［グルロアーブル］ 友沢貞子  

（小道具・プログラムレイアウト）田口晶子 

制作：外崎芳昭 

プログラム 

ドリーブ作曲、サン・レオン原振付『コッペリア』全幕 

出演 

（スワニルダ）山口麗子（フランツ）貞松正一郎[貞松・浜田バレエ団]（コッペリウス）中村一哉 

（アンナ）久米百合枝（マグダレナ）田中裕子（モニカ）古川明子（ヨアンナ）南雲久美 

（カロリナ）大川夏季（ユスティナ）大塚友香（チャルダッシュ・ソリスト）田口晶子 

（時の踊り・ソリスト）島津萌由 

（市長）佐藤良寛（チャルダッシュ・ソリスト）三浦敏幸（マルツィン）村山亮 

（パヴェル）近藤徹志（トマシ）福原大介[スターダンサーズ・バレエ団]（クリストフ）武藤典華[貞

松・浜田バレエ団]（ラファエル）玉利智裕（カミル）青木淳一[チャイコフスキー記念東京バレエ団] 

ほか 

 藤井修治氏（舞踊評論家） 公演に寄せて【「コッペリア」のことなど】 

［…］今回は石神井バレエ・アカデミーの創立 25 周年を記念して「コッペリア」が選ばれました。

外崎さん山崎さん御夫妻は長い間、松山バレエ団で活躍した間にたびたび「コッペリア」の舞台を踏ん

でいます。僕が NHKのテレビディレクターだった頃、松山バレエ団の出演で「コッペリア」の終幕を

放送したことがあります。まだ若い外崎さんがフランツでベテラン今村昌子さんがスワニルダでした。

まだまだ若い山崎さんはもっと若い役だったかな？お二人はいろいろな舞踊経験を経て自分の世界を

作ってきたのです。その間に「コッペリア」も自分だったらこうしたいなどと考えたに違いありません。

今回もいくつか面白い趣向があるようです。スワニルダとフランツの友人たちにも一人ずつちゃんと名

前を付けて個性を持たせようとの計画をお聞きしました。いろいろな点でバレエを少しでも楽しくしよ

うとする意欲や努力が感じられます。古いバレエを現代の人々にもアピールするために、多くの舞踏家

が頑張っているのです。今日は観客の皆さんもこの舞台を楽しんでいただくと同時に、何か素晴らしい

ものを得て帰途について行かれるものと思っています。
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 公演に寄せて（振付家の言葉）：山崎敬子 

本日はお忙しい中、石神井バレエ・アカデミー創立 25 周年記念公演「コッペリア」に足をお運びい

ただきありがとうございます。 

「コッペリア」は、ポーランドの片田舎で繰り広げられる恋物語を中心とした楽しいドラマです。世

界中で上演されている有名なバレエですが、今回はドラマの基本は変えることなく、主役の“スワニル

ダ”“フランツ”“コッペリウス”“コッペリア”のように主な出演者それぞれに、殿井博氏のご尽力によ

り名前を付けることが出来、個性ある役柄に作り上げました。3 幕も従来のような“時の踊り”“戦いの

踊り”などとせず、村人・友人たちがスワニルダとフランツの結婚を祝う踊りとしました。あえて物語

の内容を記しませんが、観客の皆様の自由な想像でお楽しみください。 

貞松正一郎さんはじめ、男性ゲスト・ダンサーの皆さん、そしてご協力いただいたスタッフの方々に

心から御礼申し上げます。 

 

 舞台写真  

『コッペリア』 
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2007年公演 

バレエ・コンサート 

日時：2007 年 11 月 22 日（木） 18：00 開場、18：30 開演 

会場：練馬文化センター・小ホール 

演出・振付：外崎芳昭、山崎敬子 

スタッフ：（舞台監督）前田雅也[遊カンパニー]（照明デザイン）早瀬雅春（音響操作）長屋正一 

（音楽制作）近藤徹志（舞台装置）遊カンパニー（衣裳）（株）バレリーナ 鈴木恵似子[グ

ルロアーブル]（プログラム編集・小道具）田口晶子 

制作：外崎芳昭 

プログラム 

第 1 部 『ライモンダ』より     作曲：グラズノフ、原振付：プティパ 

第 2 部 『バレエの情景』      作曲：べリオ、振付：外崎芳昭 

『ブラームス・スウィート』 作曲：ブラームス、振付：山崎敬子 

『ジゼル』より パ・ド・ドゥ  作曲：アダン、原振付：ジャン・コラリ 

第 3 部 『MICHINOKU』      演奏：ミラクル・パーカッション・アンサンブル  

振付：山崎敬子 

1. 西馬音内盆踊り（秋田・山形地方）    作曲：安達元彦 

2. 阿弖流為（アテルイ）の斗い（岩手地方） 作曲：和田薫 

3. 馬追い（福島地方）           作曲：Ramon Mayer 

4. 雀踊り（宮城地方）           作曲：William J. Schinstine 

5. じょんがら（青森地方）      作曲：William J. Schinstine 

出演 

南雲久美 中村誠[新国立劇場バレエ団] 金田あゆ子[金田・こうのバレエアカデミー] 村山亮 

古川明子 富川直樹[小林紀子バレエシアター] 三浦敏幸 持田耕史[ユニーク・バレエ・シアター] 

近藤徹志 玉利智裕 上原大也[牧阿佐美バレヱ団] 大久保真貴子 久米百合枝 田口晶子  

田中裕子 山口麗子 高野真由子 児玉海歩 大塚友香 安藤貴絵 鈴木飛鳥 山形理恵子  

土屋しおり 糟谷舞 

 公演に寄せて（振付家の言葉）：山崎敬子 

本日はお忙しい中、第 4 回石神井バレエ・アカデミー公演に足をお運びいただきありがとうございま

す。 

今回は久しぶりの創作バレエをメインにしたプログラムです。『MICHINOKU』は東北（みちのく）

を題材にした作品ですが、一つ一つに出会いがありました。 

知人に面白い盆踊りがあると紹介された西馬音内の盆踊り。ある本の数行でしたが、阿弖流為（アテ

ルイ）という名の人物出会い興味を持ち調べてみると、郷土、民、家族を愛した岩手地方の悲劇の英雄

でした。そして、津軽地方の瞽女（ごぜ）[女性の盲人芸能者]、相馬地方の馬追いなどです。音楽は児玉
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氏から頂いた CD『6 人の打楽器奏者のための打響聲應』との出会いでした。石神井バレエ・アカデミ

ーとゲストダンサーとの協力で一つの作品として作り上げることができました。 

一つ一つの出会いに感謝です。 

 

 公演写真  

『MICHINOKU』
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2009年公演 

日時：2009 年 9 月 11 日（金）18：00 開場 18：30 開演 

会場：練馬文化センター・小ホール 

演出・振付：山崎敬子 

スタッフ：（舞台監督）西澤明彦[遊カンパニー] （照明デザイン）工藤武夫[舞スタッフ] 

（音響操作）相馬保之（音楽制作）近藤徹志（舞台装置）遊カンパニー 

（衣裳）鈴木恵似子[グルロアーブル] ビーシーコスチューム 

制作：外崎芳昭 

プログラム 

第 1 部 『白鳥の湖』第 2 幕より     音楽：チャイコフスキー 

『リーズの結婚』よりグラン・パ・ド・ドゥ 音楽：アルフォンス・チヨルド 

第 2 部 『精霊たちの宴』      音楽：シャルル・グノー 

『ラ・シルフィード』    音楽：コーベンス・ヨルド 

『シルヴィア』       音楽：レオ・ドリーブ 

第 3 部 『ドン・キホーテ』より 夢の場   音楽：レオ・ミンクス  

出演 

窪田弘樹[松岡伶子バレエ団] 村山亮 近藤徹志[谷桃子バレエ団] 武藤天華[貞松・浜田バレエ団] 

田中裕子 南雲久美 山口愛[Ｋバレエカンパニー] 山口麗子 安藤貴絵 田口晶子 佐藤さやか 

児玉海歩 小島美和 高野真由子 山形理恵子 松下英里 山岸麻梨乃 田所愛 塩田夕香里  

大川夏季 豊口あゆみ 深田奈緒 飯塚朋子 

 公演に寄せて（振付家の言葉）：山崎敬子 

本日はお忙しい中、ご来場いただきましてありがとうございます。 

今回の公演は、「白鳥の湖」第 2 幕のハイライト、グラン・パ・ド・ドゥ集、「ドン・キホーテ」の中

の主な踊りを夢の場面で、ディヴェルティメントとして上演いたします。 

まだまだ未熟な私達ですが、日頃の練習の成果を男性ゲストの協力を得てお贈りいたします。若い息

吹を感じていただけましたら幸いです。 
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2010年公演 

日時：2010 年 9 月 10 日（金）18：00 開場 18：30 開演 

会場：練馬文化センター・小ホール 

演出・振付：山崎敬子 

スタッフ：（舞台監督）西澤明彦[遊カンパニー] （照明デザイン）工藤武夫[舞スタッフ] 

（音響操作）相馬保之（音楽制作）近藤徹志（舞台装置）近藤邦廣[アステム遊カンパニー] 

（衣裳）グルロアーブル 3 年 B 組 アトリエ・ヨシノ B.C.コスチューム 

制作：外崎芳昭 

プログラム 

『四季』        曲：ヴェルディ 

『アマリリス』     曲：ギース 他 

『一枚の絵』      曲：ピアソラ 

出演 

近藤徹志 村山亮 福原大介 上原大也 細野生 坂爪智来 

田中裕子 南雲久美 山口愛 山口麗子 安藤貴絵 佐藤さやか 高野真由子 大川夏季 田所愛 

飯塚朋子 岡澤楓 

 公演に寄せて（振付家の言葉）：山崎敬子 

『四季』：ヴェルディの曲を用いたこの作品は、10 人の男女ソリストダンサーによる踊りの饗宴です。 

『一枚の絵』：主宰の山崎敬子がオルセー美術館で『一枚の絵』と題する絵画に出会い触発され、ピアソ

ラの曲を用いて制作した作品です。6 人の男性ダンサーによる魅力あふれる踊りをご期待ください。 

『アマリリス』：子供の時より親しみのあるクラシック音楽の曲を用いて、バレエの素晴らしさ、楽しさ

をダンサーたちが心を込めて表現します。大人の方たちにも楽しんでいただける作品をと心がけて制作

しました。 

上記の 3 作品は、いずれも石神井バレエ・アカデミーの自主創作作品です。『四季』と『一枚の絵』再

演に加え、『アマリリス』を初演いたします。この新作は、子供にも親しみのあるクラシック音楽を用い

て、プロフェッショナルの大人のダンサーが踊る作品です。子供のためだからと幼稚にしたり、決して

質を落としたりすることのない作品にしながらも、子供にバレエに触れて楽しんでもらおうという趣意

で創作したものです。 

児童達の多くは、学校の行事の一環として音楽鑑賞教室や演劇鑑賞教室として、劇場でクラシック音

楽や演劇に触れる機会はあるでしょう。ところが、バレエを鑑賞する機会は極めて稀です。ご存知のよ

うにバレエは、女の子のお稽古事や大人の美容やダイエットのためにだけ存在するものではありません。

クラシック音楽や、オペラ、演劇と並んで西洋舞台芸術の中心です。西洋の舞台芸術の活動の発展のた

めに建てられた新国立劇場には、常設のバレエ団が設置され公演を定期的に行っていることからも分か

ります。 

バレエに接したことのないほとんどの児童たちに、最初の体験を提供するのは、とても責任は重大で

す。慣れ親しんだ人には、ある時に見た公演の出来を、それまでの自分の観劇経験に照らし合わせて、
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相対的に鑑賞し評価をすることができます。しかし、最初の出会いをする児童だったならば、彼らはそ

れ以前の鑑賞体験がないため、最初の出会いが絶対的な評価になります。そこで否定的な印象を抱かせ

てしまうと、以後それを持ち続け、2 回目の鑑賞につながり難くなってしまいます。興味をもてずに、

自らバレエに接しようとは、しなくなってしまうでしょう。さらには、西洋の舞台芸術全体を嫌うこと

になることにも繋がりかねません。 

そこで私たちは、『アマリリス』を創作するに当たり、児童が接しやすいようにと工夫をしました。一

つ目は、音楽の選択です。児童にも親しみのあるクラシック音楽を用いました。音楽が親しみのあるも

のであれば、自然に舞台に集中してくれることでしょう。二つ目は、上演時間です。児童の集中力を考

え、上演時間を 40 分程度に抑えました。しかし、内容に関しては、大人の鑑賞にも堪えるような質を

追及しました。最初の体験になる児童が多いことを考え、良質の公演を提供するべきであると考えるか

らです。 

 

フライヤー（表面） 
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2012年公演 

タイトル：創立 30 周年記念公演《バレエ・ラビリンス》 

日時：2012 年 9 月 7 日（金）19：00 開演（18：30 開場） 

会場：練馬文化センター小ホール 

演出・振付：山崎敬子   バロックダンス振付・指導：市瀬陽子 

スタッフ：（舞台監督）西澤明彦[遊カンパニー] （照明デザイン）工藤武夫[舞スタッフ] 

（音響操作）長屋正一（音楽制作）近藤徹志（舞台装置）遊カンパニー 

（衣裳）B.C.コスチューム アトリエ・3 年 2 組 市瀬陽子 グルロアーブル 

制作：外崎芳昭 

プログラム 

第Ⅰ部 第 1 場 

J.-B.リュリ作曲 音楽悲劇『アティス』序曲 

1 『アポロンのアントレ』 J.-B.リュリ作曲 バロックダンス（R.-A.フイエ振付） 

2 『ジグ』  J.-B.リュリ作曲 バロックダンス（R.-A.フイエ振付）＆クラシックバレエ 

3 『シャコンヌ』 J.-B.リュリ作曲 バロックダンス（G.L.ペクール振付） 

4 『まねっこ』 H.パーセル作曲 バロックダンス（G.L.ペクール振付）＆クラシックバレエ 

5 『サラバンド』 M.マレ作曲 バロックダンス（G.L.ペクール振付）＆クラシックバレエ 

6    『ラ・フォリア』 F.ジェミニアーニ作曲 バロックダンス（R.-A.フイエ振付） 

第 I 部 第 2 場 

1 『アレグレット』  J.M.クラウス作曲 ロマンティックバレエ 

2 『ラ・シルフィード』 J.M.M.シュナイツホーファ作曲 ロマンティックバレエ 

3 『ワルツ』   ルコック作曲  ロマンティックバレエ 

4 『サラバンド／メヌエット／バディヌリ』 J.S.バッハ作曲 創作（バロックのスタイルで） 

5 『For you』 P.チャイコフスキー作曲 コンテンポラリー 

第Ⅱ部 『眠りの森の美女』第 3 幕 P.チャイコフスキー作曲 

出演 

宮城文（谷桃子バレエ団） 西島眞希子 天野聖子 大久保真貴子 齊藤拓（谷桃子バレエ団）  

上原大也（牧阿佐美バレヱ団） 坂爪智来（牧阿佐美バレヱ団） 細野生（牧阿佐美バレヱ団）  

三浦敏幸 井上浩一 村山亮 仲秋亜実（井上バレエ団） 

田中裕子 南雲久美 田口晶子 山口麗子 佐藤さやか 大川夏季 田所愛 佐藤萌子 高野真由子  

豊口あゆみ 松井綾子 池田愛子 岩佐樹里 甲斐ランベルあきよ 梶田有加 

 公演の趣旨 

今回の公演は、バレエが確立して展開を始めた 17 世紀フランスに想いをはせて制作しました。さら

に、「バロックダンス」、「ロマンティックバレエ」、「クラシックバレエ」、「コンテンポラリーダンス」、

「バロックダンスのスタイルを踏まえての創作」というさまざまなスタイルのバレエの上演という新し

い試みを目指しています。これはバレエの本場である西欧の劇場でも類を見ない新しい試みの公演であ



 22 

ると自負しています。新しいだけではなく「バレエの歴史」という理由がしっかりとある試みです。 

17 世紀後半フランスで空前絶後の宮殿と庭園の建設が始まりました。現在世界遺産となっているヴ

ェルサイユ宮殿です。その庭園はまるで巨大な迷宮「ラビリンス」のようです。その昔の宮廷人たちは

庭園の中をめぐり歩き、巨大な運河で舟遊びをし、無数の彫刻や大小さまざまな噴水などを見て楽しみ、

木立の中に作られ噴水が周りを囲む舞踏の広場でダンスを披露しました。楽しみにあふれるこの「ラビ

リンス」をイメージしながら、さまざまなスタイルのバレエが見られる公演を作り上げました。 

第Ⅰ部 第 1 場 ―バロック―  

17 世紀後半から 18 世紀にかけて、太陽王と呼ばれたフランス国王ルイ 14 世は、自らダンスのアカ

デミーやバレエ学校を創設します。これが現在のパリ・オペラ座へと通じるバレエの歴史の幕開けとな

りました。ルイ 14 世時代に活躍した音楽家や振付家たち―ダンス場面をたっぷり盛り込んだフランス

風オペラを作曲した J.-B.リュリ、ダンスの記譜法を完成させた振付家 R.-A.フイエ、当時の人気ダンサ

ーであり振付家としても名高い G.L.ペクールなどバレエ史を彩る人々－の作品を、第 I 部・第 1 場でご

紹介します。当時の振付は「舞踏譜」という形で数多く記録に残されており、私たちも今、それを読み

解いて踊ることができるのです。ここでは、当時の舞踏譜に基づいた踊り（バロックダンス）と、それ

に想を得たクラシックバレエの新作を次々とお楽しみ頂く趣向としました。 

第Ⅰ部 第 2 場 ―ロマンティックからコンテンポラリーへ― 

18 世紀終わりフランスで大革命が起こり貴族たちの時代が終わりを迎え、時代が 19 世紀に入るとロ

マンティックバレエが誕生します。『ジセル』や『ラ・シルフィード』という作品がその代表作です。そ

の後クラシックバレエが生まれます。現在も頻繁に上演される『白鳥の湖』や『眠れる森の美女』など

が代表作です。20 世紀に入るとバレエはさらに展開を見せてコンテンポラリーダンス（「同時代の踊り」

の意味）が生まれます。 

第Ⅱ部 『眠れる森の美女』 第 3 幕 P.チャイコフスキー作曲 M.プティパ原振付 

『眠れる森の美女』第 3 幕は 100 年の眠りについた主人公オーロラ姫が目覚めた時代を舞台にしてお

り、それは 17 世紀であると設定されています。これは、バロックダンスとクラシックバレエの共演を

テーマとする本日の公演で取り上げる作品として最適だと考えました。幕開けを飾るサラバンドは、ル

イ王朝へのオマージュである『眠れる森の美女』において、バロック舞曲再生の象徴となっています。

このバレエが書かれた 19 世紀後半にはすでにバロックダンスは舞台で踊られることはありませんでし

たが、新しい試みとしてクラシックバレエとバロックダンスの共演する『眠れる森の美女』を制作しま

した。 

 公演に寄せて（振付家の言葉）：山崎敬子 

本日は、石神井バレエ・アカデミー30 周年記念公演にお越し頂きありがとうございました。 

第Ｉ部第 1 場では、想像力をたくましくして、もし 17、18 世紀にクラシックバレエがあったとした

ら、どう踊られたでしょうとバロックダンスの 3 曲に無謀にも振付けてみました。第 2 場では、ロマン

テックバレエからクラシックバレエ、さらに現代・未来へとつながるコンテンポラリーのプログラムを

組んでみました。 

第 II 部は、プティパ振付でロシアで誕生した『眠れる森の美女』（1890 年）の第 3 幕をお届けしま

す。この作品は、100 年の眠りからオーロラ姫がデジレ王子の愛によって目覚める時代が 17 世紀フラ
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ンスバロック時代と設定された作品です。そのことから、今回の「バロックダンスとクラシックバレエ」

という公演のコンセプトにこの作品は最適と考え、選びました。 

フランス 17 世紀にバレエが確立し興隆をはじめる時代に想いをはせながら、どうぞ迷路「ラビリン

ス」で遊ぶように、さまざまなスタイルのバレエに出会いながら本公演を楽しんでいただけたら嬉しく

存じます。 

最後になりますが、市瀬先生のお力をお借りできての公演はとても幸せでした。ゲストはじめダンサ

ーの皆さん,暑い夏のレッスンどうもありがとうございました。 

 公演に寄せて（振付家の言葉）：市瀬陽子  

バレエ ～日本で、いま、これから 

バロック･ダンスとクラシック･バレエが、21 世紀の日本で出会いました。バレエの歴史、現在そして

未来。いつの世も、それぞれの作品には振付家や舞踊家が目指した新しい表現が息づいています。その

精神に肉迫し、新たな着想を得、テクニックを刷新し、さらに指導のあり方を問い直す…いとまない冒

険の中で、歴史は紡がれていきます。遙か 300 年前の作品も、初めて接するダンサーにとっては“昔の

踊り”ではなく“新しく知ることになる世界”です。振付に取り組まれる山崎先生の眼差しは、バロック･

ダンスとのセッションの中で鋭く輝き、その奥にはバレエへの深く永い愛情が煌めいていました。30 年

にも及ぶ石神井バレエの歩みを思い、今日のステージが、舞台上の人々にも、そして客席の皆様にも、

より自由な想像や知的な好奇心を刺激するものであってほしいと心から願っています。いま、これから、

創造力あふれる新しいバレエへの期待をこめて！ 

 

左の図：「舞踏譜（振付を記した譜面）」18 世紀 
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公演批評
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2014年公演 

公益財団法人練馬区文化振興協会 舞台芸術支援事業 

タイトル：《バレエ・ラビリンス》 

日時：2014 年 7 月 5 日(土) 18：00 開演（17：30 開場） 

会場：練馬文化センター・大ホール 

 

演出・振付：山崎敬子   バロックダンス振付・指導：市瀬陽子 

指揮：福田一雄 オーケストラ：東京ユニバーサル・フィルハーモニー管弦楽団 

舞台監督：前田雅也 バレエミストレス：田中裕子 照明デザイン：工藤武夫  照明：舞スタッフ 

舞台装置：遊カンパニー  音楽制作：近藤徹志  音響操作：長屋正一  

衣装：アトリエ・ヨシノ 市瀬陽子   事務局：西村光弘 

制作：外崎芳昭 

 

企業メセナ協議会助成認定活動 

プログラム 

第 I 部 『バレエの始まりから今日まで』 

1.   『アポロンのアントレ』 J.-B.リュリ作曲 R.-A.フイエ振付 

2.     『ダンスさまざま』  J.-F.ルベル作曲  

3.     『スペインのフォリアによる即興演奏』 R.-A.フイエ、G.-L.ペクール原振付  

4.     『アレグレット』  J.M.クラウス作曲  

5.     『ワルツ』   ルコック作曲   

6.   『ラ・シルフィード』 H.S.レーヴェンショルド作曲 

7.   『グラン・パ・クラシック』 F.オベール作曲 

6 『For you』（『フォー・ミカ』改め） P.チャイコフスキー作曲  

第 II 部 『眠りの森の美女』第 3 幕 P.チャイコフスキー作曲 M.プティパ原振付 

出演者氏名 

［クラシックバレエ］： 

吉田都 齊藤拓 

西田祐子 上原大也 厚木彩 坂爪智来 細野生 石田亮一 青木淳一 土橋冬夢 西島勇人 

西島眞希子 天野聖子 大久保真貴子 三浦敏幸 井上浩一 村山亮  

南雲久美 山口麗子 佐藤さやか 佐藤萌子 田所愛 高野真由子  児玉海歩 豊口あゆみ 

上村麻緒 菅井理渚 田口晶子 

［バロックダンス］： 

市瀬陽子 梶田有加 三上夏子 足立万莉 山田茉莉 和田里奈 阿部莉乃 太田瑠璃 大坪奈実 

野口夏帆 ［演奏者］竹内太郎  



 

27 

 

 



 

28 

 

『The Dance Times』（http://www.dance-times.com/） 

◆THE DANCE TIMES 選出：ダンサー月間ベストテン 2014 年 7 月 

（2014 年 8 月 14 日配信） 

＜吉田都・斎藤拓＞ 

2014 年 7 月 5 日、石神井バレエ・アカデミー公演（練馬文化セン

ター大ホール）で『眠れる森の美女』を踊る 

児玉初穂・評『旬刊音楽舞踊新聞』No.2934 平成 26 年 9 月 11 日号 

伊地知優子・評 

『バレリーナへ

の道』Vol.99 

(発行：(株)文園社) 

公演批評 
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門行人・評 

『週刊オン★ステージ

新聞』第 2016 号 

2014 年 8 月 1 日 
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2017年公演 

タイトル：《Triple Bill トリプル・ビル》 

日時：2017 年 7 月 4 日(火) 18：30 開演（17：45 開場） 

会場：文京シビックホール・大ホール 

 

演出・振付： 山崎 敬子 

舞台監督： 西澤 明彦（遊カンパニー）   照明： 工藤 武夫（舞スタッフ） 

装置： 遊カンパニー  アステム（《一枚の絵》） 

衣裳制作： 林 なつ子（工房いーち） グルロ アーブル 

音楽編集： 近藤 徹志   音響操作： 相馬 保之 

事務局： 西村 光弘   制作： 外崎 芳昭 

プログラム・出演者 

《パ・ド・カトル》 

音楽：チェーザレ・プーニ    原振付：アントン・ドーリン 

タリオーニ： 吉田 都    

グラーン： 酒井 はな 

グリジ： 西田 佑子    

チェリート： 沖 香菜子 

《一枚の絵》 

音楽：アストル・ピアソラ   作・振付：山崎敬子 

高岸 直樹 

池本 祥真・細野 生・土橋 冬夢 

浅田 良和 

秋元 康臣 

《四季》 

音楽：ジュゼッペ・ヴェルディ  作・振付：山崎敬子 

冬：   池本 祥真 

南雲 久美・山口 麗子・安藤 貴絵 

佐藤 さやか・児玉 海歩・泉 有香 

春：   西田 佑子・秋元 康臣 

夏：   酒井 はな・浅田 良和 

秋：   吉田 都・高岸 直樹 

安藤 貴絵・細野 生・土橋 冬夢 

南雲 久美・山口 麗子・佐藤 さやか 

児玉 海歩・泉 有香 
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フライヤー 

『バジールのアトリエ ラ・コンダミンヌ通り』 

作者：フレデリック・バジール 

（演目の振付《一枚の絵》の主題となった油絵） 

《パ・ド・カトル》初演（1845 年）の記念画 
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プログラムより 
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公演批評 

公演批評の一例 
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web マガジン ダンス・スクエア 

（http://www.dance-square.jp/index.html）より 

評：隅田 有 

http://www.dance-square.jp/shm1.html 

http://www.dance-square.jp/shm2.html 

http://www.dance-square.jp/shm3.html 

(2020 年 3 月 8 日確認) 
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45 
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47 
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2019年公演  

タイトル：《バレリーナ吉田 都からのメッセージ》 

日時：2019 年 1 月 25 日(金) 19：00 開演 （18：15 開場） 

会場：文京シビックホール・大ホール 

 

演出・振付 ： 山崎 敬子 

舞台監督： 西澤 明彦（遊カンパニー）   照明： 工藤 武夫（舞スタッフ） 

装置： 遊カンパニー   衣裳制作： 林 なつ子（工房いーち） 

音楽編集： 近藤 徹志   音響操作： 相馬 保之 

事務局： 西村 光弘  安藤 貴絵 

制作： 外崎 芳昭 

プログラム・出演者 

第 1 部 

《ナイチンゲールのワルツ》 

音楽： オスカル・ネドバル   作・振付： 山崎敬子 

 

吉田 都  浅田良和 

《We Love Piano》 

音楽： エルネスト・ナザレ   作・振付： 山崎敬子 

ピアノ演奏： 松川 儒 

 

1. 全員 

2. 石井日奈子 野久保奈央 山口麗子 佐藤さやか 児玉海歩 泉 有香 相澤 圭 

3. 峰岸千晶 

4. 高岸直樹 

5. 沖 香菜子 

6. 秋元康臣 池本祥真 

7. 米沢 唯 

8. 峰岸千晶 高岸直樹 

9. 全員 

第 2 部 

《ドン・キホーテ》よりグラン・パ・ド・ドゥ 

音楽： レオン・ミンクス   原振付： マリウス・プティパ 

 

米沢 唯  秋元康臣 
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《ラ・フィユ・マル・ガルデ》よりグラン・パ・ド・ドゥ 

音楽： ルートヴィヒ・ヘルテル   原振付： マリウス・プティパ&レフ・イワーノフ 

 

沖 香菜子 池本祥真 

《エスメラルダ》より 

音楽： チェーザレ・プーニ   原振付 ジュール・ペロー 

改訂： 山崎敬子 

 

吉田 都 浅田良和 

石井日奈子 野久保奈央 山口麗子 相澤 圭 

フライヤー 
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プログラムより 
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公演批評 

公演批評３例 
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『Dance Magazine』2019 年 5 月号 
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文化庁「次代を担う子どもの文化芸術体験事業（派遣事業）」 

埼玉県羽生市立三田ヶ谷小学校 学校公演  

日時：2013 年 2 月 8 日（金）14：00 開演 

会場：羽生市立三田ヶ谷小学校体育館（〒348-0004 埼玉県羽生市大字弥勒 87） 

観客：全校生徒 120 名、教職員、生徒の保護者、地域の住民 

 公演の内容 

「バレエを観たことのない小学生を対象にした公演」ということを念頭に内容を企画しました。 

《第 1 部》では、バレエについてデモンストレーション付きで解説を致します。ダンサーのレッスン風

景を見せる部分では、三田ヶ谷小学校の児童でバレエを習っている子どもたち数名にもレッスンに加わ

ってもらいます。 

《第 2 部》では、実際のバレエを解説付きで鑑賞してもらいます。子どもたちの耳馴染みのクラシック

音楽に私たちで新たに振付けたバレエとバレエの名作からの名場面を披露します。 

プログラム 

《第 1 部》 解説「バレエとは？」（解説者：山崎敬子） 

 バレエの歴史 

 バレエのレッスン風景（バレエ・ダンサーは普段どのようなレッスンをしているのか） 

 マイム（バレエ作品に登場するマイムの解説） 

 

《第 2 部》 作品集（解説者：山崎敬子） 

1. 『アマリリス』 曲：ギース 

2. 『ワルツィング・キャット』 曲：アンダーソン 

3. 『口笛吹きと子犬』 曲：プライヤー 

4. 『そりすべり』 曲：アンダーソン 

5. 『くるみ割り人形』より 「トレパック」 曲：チャイコフスキー 

6. 『白鳥の湖』より 「白鳥たちの踊り」＆「オデット姫のソロ」 曲：チャイコフスキー 

7. 『ライモンダ』より  曲：グラズノフ 

8. 『海賊』より「グラン・バ・ド・ドゥ」 曲：アダン 

出演者・スタッフ 

総監督：外崎芳昭  

演出・振付：山崎敬子 

出演：南雲久美 山口麗子 佐藤さやか 高野真由子 児玉海歩 佐藤萌子 豊口あゆみ 近藤徹志 

牧野悟士
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茨城県つくば市立竹園東小学校 学校公演  

日時：2014 年 1 月 16 日（木） 

午前の部（１～３年生）10：50～12：20 午後の部（4～6 年生）13：30～15：00 

会場：茨城県つくば市立竹園東小学校体育館（〒305-0032 茨城県つくば市竹園 3 丁目 13） 

観客：全校生徒、教職員、生徒の保護者 

 

 公演の内容 

「バレエを観たことのない小学生を対象にした公演」ということを念頭に内容を企画しました。 

《第 1 部》では、バレエについてデモンストレーション付きで解説を致します。バレエの歴史をお話し

するとともに、ダンサーはどんな練習を日ごろしているのかレッスン風景をお見せします。 

《第 2 部》では、実際のバレエを解説付きで鑑賞してもらいます。クラシックバレエの名作からの名場

面を披露します。 

プログラム 

《第 1 部》 解説者：山崎敬子 

 バレエの歴史 

 バレエのレッスン風景（バレエ・ダンサーは普段どのようなレッスンをしているのか） 

 マイム（バレエ作品に登場するマイムの解説） 

 

《第 2 部》 作品集（解説者：山崎敬子） 

1. 『パリの喜び』より 曲：オッフェンバック 

2. 『白鳥の湖』より 曲：チャイコフスキー 

第 2 幕「オデットの踊り」、第 3 幕「オディールの踊り」  

3. 『コッペリア』より 曲：ドリーブ 第 1 幕「スワニルダの踊り」 

4. 『海賊』より 曲：アダン グラン・パ・ド・ドゥ 

出演者・スタッフ 

総監督：外崎芳昭  

演出・振付：山崎敬子 

出演：南雲久美 山口麗子 佐藤さやか 児玉海歩 佐藤萌子 豊口あゆみ 青木淳一 
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依頼公演 

 2016 年：飛騨市文化交流センター指定管理者ＮＰＯ法人ひだ文化村 

公演タイトル： はじめてのバレエ～くるみ割り人形より 

日時： 2016 年 5 月 15 日(日) 12 :30 開場 /13:00 開演 

会場： 飛騨市文化交流センター スピリットガーデンホール 

公演主催： 飛騨市文化交流センター指定管理者ＮＰＯ法人ひだ文化村 

プログラム 

《第 1 部》 バレリーナの 1 日（解説者：山崎敬子） 

1. レッスン風景  

南雲久美・山口麗子・佐藤さやか・安藤貴絵・児玉海歩・泉有香・石井日奈子・坂爪智来・石田

亮一・牧野悟士 

2. 『パリの炎』より   牧野悟士 

3. 『ドン・キホーテ』よりキトリのヴァリアシオン   石井日奈子 

4. 『レ・シルフィード』よりプレリュード   安藤貴絵 

5. 『海賊』よりグラン・パ・ド・ドウ   佐藤さやか・坂爪智来 

 

《第 2 部》 『くるみ割り人形」第２幕（お菓子の国から各国の踊り） 

1. スペインの踊り  児玉海歩・泉有加 

2. アラビアの踊り  南雲久美・坂爪智来 

3. チャイナの踊り  牧野悟士 

4. ロシアの踊り  児玉海歩・佐藤さやか・安藤貴絵・泉有香 

5. フランスの踊り  石井日奈子 

6. グラン・パ・ド・ドウ （お菓子の国の女王・金平糖と王子の踊り） 山口麗子・石田亮一 

出演者・スタッフ 

総監督：外崎芳昭  

演出・振付：山崎敬子 

出演：南雲久美 山口麗子 佐藤さやか 児玉海歩 泉有香 石井日奈子 坂爪智来 石田亮一  

牧野悟 安藤貴絵 
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 公演フライヤー 

第 1 部 舞台写真 

第 2部 舞台写真 


